
 1 

2024 年 5 月 10 日 
報道発表 

アースウォッチ・ジャパン、国立環境研究所、清水建設 
富里市経済環境部環境課、NPO富里のホタル、おしどりの里を育む会 

産官学⺠の連携・共創による 
千葉県富⾥市の湿地「⼋ツ堀のしみず⾕津」の再⽣・活⽤の取組が 

第 4 回グリーンインフラ⼤賞「国⼟交通⼤⾂賞」を受賞︕ 
〜 2024 年度はネイチャーポジティブを⽬指す産官学⺠の取組を強化 〜 

  
認定特定非営利活動法人アースウォッチ・ジャパン、国立研究開発法人国立環境研究

所、清水建設株式会社、富里市経済環境部環境課、特定非営利活動法人 NPO 富里のホタ

ル、おしどりの里を育む会の 6 団体は、連名応募

した「八ツ堀のしみず谷津～産官学民の連携・共

創による湿地の再生と活用～」が、グリーンイン

フラ官民連携プラットフォーム（国土交通省主

幹）が主催する第 4 回グリーンインフラ大賞にお

いて国土交通大臣賞を受賞したことを発表しま

す。2024 年度は「自然共生サイト」※１の認定を

取得し、地域社会との連携を強化していきなが

ら、ネイチャーポジティブを目指すネットワーク

のさらなる拡大に取り組んでいく計画です。 
 
＜本取組における各社・団体の役割＞ 

企業・団体名 役割（ミッション） 

アースウォッチ・ジャパン 
・産官学民連携コーディネート（国立環境研究所の富里市におけるフィ

ールド研究に人的・資金的に支援するために、清水建設へ企画提案） 
・学術調査へのボランティア派遣と市民調査プログラムの企画/運営 

国立環境研究所 
・生物多様性や生態系機能に寄与する活動内容の提案 
・企業・市民による管理や調査の支援 
・活動成果の評価 

清水建設 

・CSV（共通価値の創造）としての再生活動の実施 
・リビングラボ※２のアプローチによる多種多様な団体との連携 
・建設 ICT技術の導入によるモニタリング 
・SNS等での情報発信による湿地グリーンインフラの重要性を啓発 
・自然とかかわる窓口の拡大・提供 

富里市経済環境部環境課 

・望ましい環境像に掲げる「豊かな自然に抱かれた安心して暮らせるま

ち富里」を目指した協働による保全活動の推進 
・水循環や多様な動植物の生息・生育の場といった谷津や里山における

環境学習及びイベントの後援・周知 
・国立環境研究所・西廣淳氏（市行政アドバイザー）のフィールド活動

への協力 

NPO富里のホタル ・フィールド活動を行う水田などの地権者との調整 
・地域社会と連携した湿地の再生活動を推進するための支援 

おしどりの里を育む会 ・倒木の伐採や草刈りなどの支援 

■本取組の概要 

本取組は、2020 年 11 月にスタートした、研究機関・民間企業・行政・NPO・市民団体

の連携による、荒廃した谷津田※３を再生するプロジェクトです。「八ツ堀のしみず谷津」

と命名した千葉県富里市の谷津において、月 1 回の管理作業を通じ、水循環や多様な動植

物の生息、生育の場の提供といった多様な機能を有する湿地のグリーンインフラづくりを

おしどりの⾥を育む会 

NPO 富⾥のホタル 

湿地の整備活動（2023 年 5 ⽉ 17 ⽇） 
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進めています。地域固有の自然を維持するだけでなく、新たな「人と自然のかかわり方」

を構築すべく「リビングラボ」のアプローチを採用したことで、都市部との共創や自然体

験、越境学習の場の創出など、さまざまな機能や価値が生み出されています。 

＜主なフィールド活動＞ 

１．湿地グリーンインフラ整備活動 
活動区分 フィールド活動の概要 

グリーンインフラ整備活動 
2020 年から現在に至るまで、月１回（年 12 回）程度の活動を実施。湿

地グリーンインフラの再生のため、手作業で畔や土水路の整備、竹林の

伐採、稲作などを行っている。 

脱炭素への貢献 竹などの植物の刈り取りによって生じるバイオマスを現地で炭化し、脱

炭素に貢献するバイオ炭を作成。 

ICT技術の活用 WEB カメラによる生物モニタリングや 360°画像を活用した建設現場管

理システムによる整備状況の可視化。 

グリーンインフラ機能の 
モニタリング 

湿地再生によるグリーンインフラ機能のモニタリングのため、研究者と

清水建設社員、一般ボランティアによる水生昆虫・植生・水質・ホタ

ル・ニホンアカガエルの卵塊調査を実施。 

２．しみず谷津を活用した連携による活動 
(1) 湿地整備活動で作成したバイオ炭を有機農家が土壌にすき込み、土壌改良剤として使用す
ることで脱炭素や地域内の資源循環に貢献。 

(2) 都内でイベントを行う団体と連携し、谷津の竹を七夕イベント用に提供。使用後は谷津で
バイオ炭にして再利用するなど都市部との連携活動を実施。 

(3) 秘密基地づくりなどのイベントを開催し、オンライン参加も受け付けることで、地域内外
の小学生に体験の機会を提供。 

(4) 地元である富里市の市民にも谷津を知ってもらうために、近隣の 4つの谷津を巡るウォー
キングイベントを開催。 

(5) 2020年〜現在までの 4年間継続して、年 4回の企業従業員や一般市民参加による生物多様
性調査プログラムを実施。毎回 10人前後、延べ 160人程度の参加を得ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しみず⾕津の体制図︓中⼼的にグリーンインフラづくりを⾏うコアメンバーと活動の場として活⽤
する連携メンバーの連携から、しみず⾕津を活⽤した様々な活動が⽣まれている。 
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■今後の展開 

本取組は 2024 年度も継続し、「自然共生サイト」の認定などを通じて、活動を進化さ

せていく計画です。また、地域社会との連携を強化していきながら、ネイチャーポジティ

ブを目指すネットワークのさらなる拡大や社会啓発活動にも取り組んでいく方針です。 

＜2024年度における主な活動概要＞ 
・「⾃然共⽣サイト」認定取得（2024 年度上期を予定） 
・ウェルビーイング向上に資する科学的データの蓄積と活⽤ 
・地域経済の活性化につながるエコツーリズムへの発展 
・ICT 技術の更なる活⽤による技術開発等 
・⼀般市⺠を対象に湿地グリーンインフラ再⽣普及活動を実施（5/25,10/12 に予定） 
・湿地再⽣活動及びグリーンインフラに関する講義など 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受賞コメント（各社・団体の担当者） 

「八ツ堀のしみず谷津」は、活動の連携を始めて 2024 年で 5 年目を迎えます。その節目の年に国土

交通大臣賞という栄誉に輝き、感無量です。私たちアースウォッチ・ジャパンは、これからも野外で

の実践的な研究と市民、企業をつなげて、生物多様性への気候変動等の影響を考えるプログラムを通

じて、エビデンスに基づいて人びとの行動を促して、生態の保全に寄与していきます。 
認定特定非営利活動法人 アースウォッチ・ジャパン 

理事・事務局長：伊藤雪穂 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
気候変動と人口減少が進む今後、遊休農地を含む自然環境の機能を活用することはますます重要にな

るはずです。類似した地形・土地利用の特徴をもつ場所は全国に存在するため、今後の水平展開が期

待されます。 
国立研究開発法人 国立環境研究所 

気候変動適応センター 副センター長：西廣淳 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
アースウォッチ・ジャパンとの活動を受け継ぎ、これまでの CSR活動と異なる事業に活かせる環境再

生活動を目指してきました。参加してくださる皆さんのご協力がなければ、ここまで様々な連携の実

現は難しかったと思います。皆さん、ありがとうございます！ネイチャーポジティブ実現のために

は、活動の持続と拡散が不可欠だと思います。まだまだ道半ばですので、これからも枠にとらわれ

ず、順応的で新しい人と自然のかかわり方を継続していきたいと思います。 
清水建設株式会社 

環境経営推進室 グリーンインフラ推進部 部長：橋本純 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
本市の環境基本計画に掲げる「豊かな自然に抱かれた安心して暮らせるまち富里」を目指し、自然環

境の保全と活用を図る取組の実施及び周知を行うことが重要であり、市民・事業者の皆様と一体とな

って活動を実践できることに感謝し、今後も環境保全活動に取り組んでまいります。 
富里市経済環境部環境課 

富里市環境課長：山﨑秀幸  

⽔⽣昆⾍調査の実施⾵景（2021 年 10 ⽉ 14 ⽇） 表彰式の様⼦（2024 年 2 ⽉ 20 ⽇） 
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
産官学民の連携による湿地再生の取組みが、荒廃した谷津をわずか 3 年間で美しい里山に再生できた

ことは驚きです。ホタルとサシバを呼び戻す計画も実現し、今回の受賞は私たちの活動への大きな励

みとなっています。受賞の喜びをお世話になっている地権者や地域の方々とも分かちあい、八ツ堀の

しみず谷津を富里の宝として守るため、末永く支援活動を続けたいと思います。 
特定非営利活動法人 NPO富里のホタル 

副理事長：岡本伸正 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
活動に参画している地域住民として嬉しい。この受賞を契機にそれぞれの地域でこのような活動を展

開したいという方が現れるといいと思います。極端な異常気象と自然災害や生物多様性の損失を止

め、自然を回復軌道に乗せられるよう関連する団体間の連携を強めて、更なる取組を進める所存で

す。 
おしどりの里を育む会 代表：相川光規 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜参考情報＞ 

企業・団体名 概要 

認定特定非営利活

動法人アースウォ

ッチ・ジャパン 

アースウォッチは、1971 年に米国ボストン市で設立された国際環境 NGO です。地球環境の

変化、生物の多様性と生息地、人類の文化遺産など、多くの人手と時間及び費用を必要とする

野外調査に一般市民ボランティアを募る仕組みを創出し、創設以来、世界規模で実践を続けて

います。地球環境に対する理解及び必要な活動の促進に向けて、科学的な野外調査研究に一般

市民を参加させるとともに、人類の持続的な未来を可能にする科学的データベースおよび知的

資産を構築するための研究開発を支援することをミッションとしています。アースウォッチ・

ジャパンは、アースウォッチ・インスティテュートの活動を日本に拡大する目的で 1993 年 1
月に設立されました。 

国立研究開発法人 
国立環境研究所 

国立研究開発法人国立環境研究所は、地球環境保全、公害の防止、自然環境の保護及び整備そ

の他の環境の保全に関する調査及び研究を行うことにより、環境の保全に関する科学的知見を

得、及び環境の保全に関する知識の普及を図ることを目的とした環境省所管の独立行政法人で

す。1974（昭和 49）年に国立公害研究所として設立されたのち、1990（平成 2）年に国立環

境研究所に改組され、現在に至ります。2024（令和 6）年 3 月には創立 50 周年を迎えまし

た。 

清水建設株式会社 

 清水建設は、1804（文化元）年創業の大手総合建設会社です。越中富山の大工であった初

代清水喜助が江戸・神田鍛冶町で開業したことに始まります。1887 年に相談役としてお迎え

した渋沢栄一翁の教えである、道徳と経済の合一を旨とする「論語と算盤」を社是とし、顧客

第一の誠実なものづくりに取り組んできました。 
 現在は「建設事業（建築、土木、海外建設）」を柱に、非建設事業である「不動産開発」

「エンジニアリング」「LCV（ライフサイクル・バリュエーション）」「フロンティア」の 4
分野で事業を展開しています。今後は「ネイチャーポジティブ」実現に向け、引き続き自然の

価値に関する理解促進や情報発信に取り組み、シミズグループ環境ビジョン「SHIMZ 
Beyond Zero 2050」で目指す自然共生社会の実現に貢献していきます。 

富里市 

富里市は、千葉県北部の北総台地の中央に位置し、東京都心から約 50㎞～60㎞圏、成田国際

空港からは西に約 4㎞のところに位置しています。 
北総台地の高台地帯にある本市は、根木名川・高崎川などの源をなし、肥沃な農地や自然環境

に恵まれています。富里市で開催される「富里スイカロードレース」は、スイカで乾いた喉を

潤しながら走るユニークなレースで、全国から参加者が集まります。 
特定非営利活動法

人 NPO 富里のホタ

ル 

誰もが美しいと感じるホタルを、多くの人に観て欲しいという想いで、谷津田の復田などに取

り組んでいます。さらに、それらを含めた里やまで、「楽しい・面白い」を通して、忘れ得ぬ

原体験を子供たちに得て欲しいと、工夫を凝らして様々な取り組みを行っています。 

おしどりの里を育

む会 

おしどりの里を育む会は 2019 年 7 月、アースウォッチ・ジャパン「ホタルとサシバを呼び戻

す！谷津の湿地再生」という野外調査プログラムに関して、国立環境研究所西廣先生の活動に

協力する地域の有志が立ち上げたものです。 
活動地域は富里市中沢城址及び大谷津です。この地域の遊休田の湿地再生化及び山林の健全化

を進め、休耕田の水質保全機能の向上、生物多様性の回復を図り、里山グリーンインフラとし

ての資源を次世代 に引き継ぐ事を目的として活動しています。 
※１：「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を国が認定する区域 
※２：社会課題の解決を目指し、生活空間の近くでさまざまな実験を行う空間や活動 
※３：台地が侵食されてできた小さな谷地形（谷津）にある水田 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【報道機関 お問い合わせ窓口】 

 アースウォッチ・ジャパン 理事（広報担当）： 長沼 史宏 
 電話：080-7834-0841 ／ E-mail: fnaganuma@asteria.com  
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